
発行／名張市秘書広報室　〒518-0492 名張市鴻之台1-1　      0595－63－7402　　　　　 0595－64－2560  　　pr@city.nabari.mie.jp　  　

報広

容な内主

市政と暮らしを結ぶ情報紙

市公式サイト11－1号 No.1207
毎月2回発行

2019年（令和元年） 11月10日発行

2……「認知症の人と家族の会」つどい・交流会を開催
3～6……なばり市議会だより
7……施設ご利用ガイド　　8……第71回人権週間関連行事

　今年の 9月・10月に続けて日本に上陸した台風は、東日本を中心に甚大な被
害をもたらしました。幸い市内では人的被害や大きな被害はありませんでしたが、
全国各地でこれまで大規模な自然災害が繰り返し発生しています。
　今号では、本市でも過去に甚大な被害を受けた伊勢湾台風を振り返るとともに、
総合防災訓練や家庭でできる備えについてお知らせします。

 危機管理室　  63‐7271

▲伊勢湾台風で流出した
　新町橋 (松田さん撮影 )

　60 年前の伊勢湾台
風が名張市に襲来して
いたとき、私は 19歳
で勤務先の大阪にい
ました。翌日、名張市
に戻って来ましたが、
本町辺りからまちの様
子が一変していました。
　流された川の橋、泥
だらけの道、浸水した家々。幸いにも私の家族
は無事でしたが、建てたばかりの家に残ると言
って残念ながら亡くなられた人もいたようです。
　当時は、情報を得る手段が少なかったので、
ことの重大さに気付けず逃げ遅れた人もいたか
もしれません。しかし今は、情報を得る手段が
たくさんあり、万が一のときの対策や避難のタ
イミングを知ることができます。伊勢湾台風を
知っているからこそ、私は 9月・10月の台風が
他人事とは思えません。災害時には危険が迫る
前にまず避難することが重要だと思いますね。

　自分の住む地域や職場などに、河川の浸水や土砂災害の危険がな
いか。いざというとき、どこへ避難すればよいか。避難経路などを
ハザードマップで確認しましょう。※市HPでも公開しています。

気象情報や市からの情報を入手

日常生活の中で無理のない買い備えを

今こそ高める

命を守る「防災力」
昭和 34年 9月 伊勢湾台風の教訓

午前9時～正午

ハザードマップの確認

名張にもあった甚大な被害

現在の新町橋▶

　昭和 34 年 9 月 26 日に紀伊半島に上陸し、伊勢湾を
通過した「伊勢湾台風」。新町橋や鍛冶町橋などの主な
橋梁はほとんどが流出。堤防は 472 ヵ所決壊した。市
内全域で田畑の流出や埋没などが起こり農業関係の被害
も甚大。記録に残る名張の大水害となった。
　▼死者　11名　　▼行方不明者　1名　
　▼被災者　15,927 名
　▼家屋の被害 (床下浸水、家屋流出など )　約 3,100 戸

松田 賢治さん
　　（新町在住）

一変したまちに絶句経験者が語る

市総合防災訓練に参加する
　災害が起きたときは、隣
近所での支え合いが重要で
す。いざというときに備え、
防災訓練に参加ください。

市総合防災訓練では、市内 15地域で
避難訓練や避難所開設・運営訓練が行
われます。

11月16日土
共助

確認

情報

備蓄

　台風や集中豪雨から身を守るため、テレビやラジオなどで最
新の気象情報に注意しましょう。市が災害対策本部を設置した
際、避難や災害情報、避難所開設状況など、携帯電話に電子メー
ルでお知らせします。右記のQRコードから登録できます。

　大規模災害時は、電気・ガス・水道などのライフラインが止
まります。食料品や生活必需品は、少し多めに購入しておきま
しょう。そして水、乾めん、缶詰などは使った分だけ買い足す
ことで、日常的に備蓄ができます。

伊勢湾台風後、新町の泥を撤去する様子 (松田さん撮影 )▲

場所／各地域の市民センター
　小中学校など各地域の避難所
※当日、午前 9時から防災ほっとメー
　ルやラジオなどで一斉に訓練を広報

知事と市長の 1対 1対談

鈴木 英敬
三重県知事

亀井 利克
名張市長

「伊勢湾台風から60年　これからの防災・危機管理について」

11月30日土 午後1時30分～2時30分
武道交流館いきいき（蔵持町里）

日時
場所

防災ほっとメール

義援金について 近年多発する自然災害の被災者を支援するため、名張市では市役所 1階ロビーに設置している義援金箱、または、市役所 1階生活支援室の窓口に
て義援金の受付をしています。市役所にお越しの際は、義援金へのご支援ご協力をよろしくお願いいたします。　  生活支援室　  63‐7582

ケンコー !
マイレージ対象

◎申込不要。参加無料
　要約筆記・手話通訳・磁気ループあり
 総合企画政策室　 63‐7389



　DV(ドメスティック・バイオレンス)と
は配偶者やパートナーからの身体的・精
神的・性的な暴力、経済的・社会
的抑圧のことです。DVに関する女
性からの相談を電話でお受けしま
す。秘密は厳守します。

受付時間　平日 午前8時30分～午後5時

　「名張市子ども条例」では、子どもの権利を
守るため「子どもの権利救済委員会」を設置し
ています。子どものいろいろな相談を受け付け
る窓口の「子ども相談室」へご相談ください。
秘密は厳守します。

受付時間　平日 午前8時30分～午後5時15分
　(水曜日は午前10時30分～午後7時)
　※土・日・祝日、年末年始を除く

　2019年（令和元年）11月 10日号　2

　当事者や介護者同士の気持ちを分かち合い、
情報交換、近況報告を行います。
日時　11月26日火 午後1時30分～4時
場所　市役所3階304会議室
対象　認知症の人とその家族　
参加費　200円
※認知症の人は無料。家族の会会員は100円。
　申込不要。認知症の人が参加する場合は、
事前に問い合わせ先へ
 地域包括支援センター　  63‐7833

「認知症の人と家族の会」
つどい・交流会を開催

防火管理新規講習のご案内

日時　12月11日水 午前9時30分～午後4時50分、
12日木 午前9時30分～午後4時(全2回)

場所　防災センター（鴻之台1）
定員　100人　※先着順。名張市在住及び在勤
の人優先

受講料　無料(テキスト代4,000円が別途必要)
申込　11月18日月～29日金午前8時30分～午後
5時15分(土・日曜日を除く）までに、消防本部
予防室備え付けの申込書・受講票(市HPから
出力可)に必要事項を記入し、写真(カラー印刷
可)を添えて同窓口へ

　※電話および郵送での受付は行っていません。
 消防本部予防室　　  63‐1412

　一般家庭用の浄化槽を設置する場合の補助金
の対象について、令和2年度より以下の要件が
変更となります。
▼新築、増設の場合は汚水処理未接続解消につ
　ながるもの
▼5人槽から10人槽までの浄化槽
▼共同住宅を除く住宅等に設置するもの
※詳しくは、問い合わせ先へ
 上下水道部経営総務室　  63‐4114

浄化槽設置補助金制度の
変更について

　夫やパートナーからの暴力、職場など
でのセクハラ、ストーカー行為など女性
の人権に関する相談を電話でお受けしま
す。秘密は厳守します。

期間　11月18日月～24日日
受付時間　平日 午前8時30分～午後7時
　土日 午前10時～午後5時 ※強化週間以
外は平日 午前8時30分～午後5時15分

相談員　法務局職員または人権擁護委員

募集内容　▼ 自衛官候補生 (男・女）
　▼ 陸上自衛隊 高等工科学校生徒(推薦・一般）
　▼ 貸費学生（技術）
◎申込方法や資格など詳しくは、問い合わせ先へ
 自衛隊伊賀地域事務所　 21‐6720

平和を、仕事にする。
自衛官 高等工科学校生徒募集

11月 21日木～27日水は
「子どもの権利週間」

63‐3118

0800‐200‐3218
子どもからの相談 (通話料無料 )

大人からの子どもに関する相談

　第4回獣害対策研修会 　日時　11月23日　▢祝 午後7時～9時　　場所　つつじが丘市民センター　　内容　みんなで取り組む獣害対策について
　　◎参加無料。申込不要　　  名張鳥獣害問題連絡会（木戸）　  090‐6612‐6424

　蔵持町里から原出までの約 0.6kmが供用区間と
なります。これにより、朝夕
の通勤時間帯を中心に慢性的
に起こっていた渋滞の緩和が
期待されます。
供用開始時期　11月11日月(予定)
 県伊賀建設事務所 事業推進室 幹線道路課

　 24‐8230

 子ども家庭室　  63‐7594

■ 11月 12日火～ 25日月は
　「女性に対する暴力をなくす運動」期間

名張・桜井地域
合同就職面接会を開催

　正社員を中心とした面接会です。
日時　11月25日月 午後1時30分～3時30分
場所　防災センター（鴻之台1）
参加企業　名張・桜井地域の10社程度
持ち物　履歴書1部　
　※面接を受けるのに適した
服装でお越しください。

◎参加無料。申込不要。詳し
くは、問い合わせ先へ
 伊賀公共職業安定所　  21‐3221
 桜井公共職業安定所　  0744‐45‐0112
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名張ひなち湖紅葉マラソン
大会に伴う交通規制

午前 8時～午後 1時
　比奈知ダム堰堤～ひなち湖左岸
　道路（迂回道路なし）
午前 10時 40分～11時 30分
　国道 368号・天王大橋～横矢橋
　（迂回道路は右岸市道）

えんてい

【通行止め区間】

ひなち湖

  　名張市体育協会（武道交流館いきいき内） 
　　 62‐4141

11月17日日
交通規制実施日

日時　令和2年1月12日日 午後1時～2時10分
　（午後0時30分から受付）
場所　adsホール（松崎町1325-1）
対象　11月30日現在、名張市に住民登録があ
る平成11年4月2日から平成12年4月1日生ま
れの人

◎対象者には12月中旬に入場券
を兼ねた案内はがきを送付。

◎就職や就学で市外に住民登録な
どをしている人で、名張市の成
人式への出席を希望する人は、
12月6日金までに電話で問い合わせ先へ(土・
日・祝日を除く午前8時30分～午後5時15分)
 文化生涯学習室　  63‐7892

日時　12月 13日金・14日土 両日とも午前  
　10時～午後 3時
場所　 市役所 3階 302 会議室
対象　結婚を希望する独身者、結婚を希望する  
　子を持つ親、従業員の婚活を応援する企業など
※参加者の年齢不問
定員　各日 8組、1組 30分程度
　※先着順。参加無料
申込　12 月 12 日木までに電話で
　問い合わせ先へ

 みえ出逢いサポートセンター
　 059‐355‐1322

女性DV相談　　 63‐2517

■ 11月 18日月～ 24日日は
    「女性の人権ホットライン」強化週間

（ゼロナナゼロ のハートライン）
女性の人権ホットライン

 0570‐070‐810

新成人の皆さんへ
1月 12日は「成人式」

みえ出逢いサポートセンター
出張相談会 in 名張

国道368号伊賀名張拡幅の
一部4車線化について
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【議長就任のごあいさつ】
　　　このたび、10 月 2 日に行われた名張市議会議員役員改選におきまして、
議員の皆様のご信任をいただき、第 69 代名張市議会議長を務めさせていた
だくこととなりました。　
　議長選挙の所信表明におきまして、以前にも検討しました市長と市議会議
員の同日選挙について、2022 年の議員改選時の実施に向け、協議を進めて
いくことを挙げさせていただきました。
　また、議会の広報広聴機能のさらなる充実を進め、より広く多くの市民の
皆様の声を聴き、政策提案や意見を活発に出していける議会を目指して取り
組んでいく決意をいたしております。
　名張市議会に対し、これまで以上のご理解とご協力を賜りますよう、よろ
しくお願いいたします。

【委員長】森脇 和德　【副委員長】足立 淑絵
荊
い げ は ら

原 広樹、坂本 直司、木平 秀喜、阪本 忠幸

【委員長】森岡 秀之　【副委員長】吉住 美智子
柏 元三、森脇 和德、三原 淳子、永岡 禎

【委員長】福田 博行　【副委員長】吉住 美智子
山下 登、常俊 朋子、細矢 一宏、永岡 禎、川合 滋

【委員長】荊
い げ は ら

原 広樹　【副委員長】福田 博行
山下 登、富田 真由美、常俊 朋子、川合 滋

【委員長】阪本 忠幸　【副委員長】足立 淑絵
坂本 直司、木平 秀喜、幸松 孝太郎、細矢 一宏

令和元年 10 月 2 日に市議会の正副議長選挙を行い、議長に　
富田真由美議員、副議長には坂本直司議員が選出されました。
※いずれも指名推選により選出（候補者 1 人）

正副議長
選挙結果

 議会広報特別委員会

富田 真由美 坂本 直司

永岡 禎

 産業建設委員会

 教育民生委員会

 総務企画委員会

 議会運営委員会

 監査委員

 副議長 議　長

【委員長】福田 博行　【副委員長】吉住 美智子
山下 登、常俊 朋子、細矢 一宏、永岡 禎、川合 滋

議会改革特別委員会

　新体制決まる！

(上段左から)　　荊
いげはら

原 広樹、足立 淑絵、山下 登、常俊 朋子、幸松 孝太郎、森岡 秀之、柏 元三、阪本 忠幸、木平 秀喜
(下段左から)　　森脇 和德、三原 淳子、川合 滋、永岡 禎（監査委員）、富田 真由美（議長）、坂本 直司（副議長）、福田 博行、吉住 美智子、細矢 一宏

 新体制をご紹介します
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合
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AQ＆ 議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）。
掲載内容は議員から提出された原文を尊重して、編集しています。

一般質問
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祉
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公
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ど
を
見
込
ん
で
い
る
。
４
年
間

の
目
標
効
果
額
は
、
元
年
度
か

ら
４
年
度
の
累
計
で
24
・
６
億

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

選
挙
の
投
票
率
は
、全
国
的
に
年
々

下
が
っ
て
い
る
も
の
の
、
期
日
前

投
票
の
投
票
率
は
上
が
っ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
曜
日
や
時
間
帯

で
、
期
日
前
投
票
さ
れ
る
有
権
者

が
多
く
、
宣
誓
書
の
記
入
が
混
み

合
っ
て
い
る
。
混
雑
を
解
消
す
る

た
め
に
も
、
期
日
前
投
票
時
に
提

出
す
る
宣
誓
書
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
る
よ
う
に
し

て
、
事
前
に
記
入
を
済
ま
せ
て
お

け
る
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
。

期
日
前
投
票
の
宣
誓
書

Q
次
期
選
挙
か
ら
対
応

A本
年
７
月
に
行
わ
れ
た
参
議
院

選
挙
で
は
、
期
日
前
投
票
者
は
、

前
回
の
参
議
院
選
挙
と
比
べ
、

９
３
０
人
多
く
１
万
３
８
６
２
人
、

投
票
者
数
の
39
・
41
％
を
占
め
、

県
下
で
３
番
目
に
多
か
っ
た
。
期

日
前
投
票
の
宣
誓
書
を
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
な
ど
で
事
前
に
印
刷
で
き
る

よ
う
、
次
期
選
挙
か
ら
対
応
す
る
。

国
連
で
制
定
さ
れ
た
２
０
３
０

年
ま
で
の
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

に
つ
い
て
、
自
治
体
だ
け
で
な

く
、
民
間
企
業
で
も
推
進
が
行

わ
れ
始
め
て
い
る
。
モ
デ
ル
事

業
に
認
定
さ
れ
る
と
補
助
金
な

ど
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
行

政
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
本

市
と
し
て
の
考
え
方
を
問
う
。

総
合
計
画
で
掲
げ
て
い
る
「
福

祉
の
理
想
郷
」
と
も
共
通
す
る

内
容
が
多
い
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
の
関
わ
り
が
深
い
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
の
施
策
の

中
で
も
、
関
連
性
を
持
た
せ
る

よ
う
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

他
の
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
…
貧
困
・
健
康
・
教

育
や
気
候
変
動
な
ど
に
つ
い
て
の

17
の
国
際
目
標
と
、
そ
れ
ら
を
達

成
す
る
た
め
の
１
６
９
の
具
体
的

な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
る
国

際
社
会
共
通
の
目
標
。

Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ

Q
積
極
的
に
取
り
組
む

A

平
成
30
年
度
決
算
な
ど

38
議
案
を
可
決

　
９
月
定
例
会
（
第
３
８
８
回
）
は
９
月

２
日
開
会
、
10
月
２
日
閉
会
の
31
日
間
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議

案
は
条
例
制
定
３
件
、
条
例
改
正
８
件
、

一
般
議
案
４
件
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
の
補
正
予
算
４
件
、
平
成
30
年

度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の

決
算
認
定
11
件
、
人
事
案
件
２
件
、
議
員

提
出
議
案
６
件
の
計
38
議
案
お
よ
び
請
願

４
件
で
、
こ
れ
ら
の
議
案
は
本
会
議
・
決

算
特
別
委
員
会
・
常
任
委
員
会
で
審
議
し
、

38
議
案
を
可
決
・
認
定
ま
た
は
同
意
し
、

請
願
４
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
３
日
間
行
わ
れ
、
９
議
員

が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

補
正
予
算

　
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
で

４
億
８
６
２
７
万
円
の
増
額
補
正
を
行

い
、
増
額
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、

２
９
８
億
６
３
３
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
で
は

１
８
２
万
円
の
増
額
、
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
で
は
１
５
７
万
円
の
減
額
、
介

護
保
険
特
別
会
計
で
は
１
億
５
０
９
０
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
９
月
定
例
会

富
田 

真
由
美 

議
員

公
明
党

第
３
８
７
回
臨
時
会

　
臨
時
会
が
８
月
１
日
に
行
わ
れ
、
市
内

12
小
学
校
の
空
調
設
備
整
備
工
事
請
負
契

約
締
結
に
つ
い
て
の
６
議
案
が
上
程
さ
れ

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

市
民
は
、
里
帰
り
出
産
も
含
め
市

内
で
出
産
し
た
い
と
望
む
声
が
多

く
、
市
立
病
院
へ
の
産
婦
人
科
開

設
に
期
待
し
て
い
る
。
平
成
28
年

４
月
か
ら
導
入
し
た
都
市
振
興
税

は
、「
暮
ら
し
の
ま
ち
」
充
実
を

目
指
し
産
科
の
創
設
を
掲
げ
て
い

る
が
、
産
科
開
設
は
実
現
す
る
の

か
、
進
捗
状
況
を
問
う
。

市
立
病
院
産
婦
人
科

Q１
年
間
の
出
生
数
は
約
５
０
０

人
で
、
そ
の
６
割
の
約
３
０
０

人
が
市
外
で
出
産
し
て
い
る
。

「
産
み
育
て
る
に
や
さ
し
い
ま
ち

名
張
」
実
現
の
た
め
、
一
人
で

も
多
く
市
内
で
出
産
で
き
る
よ

う
地
元
医
師
会
や
関
係
団
体
、

国
、
県
と
協
議
し
産
科
開
設
に

向
け
検
討
し
て
き
た
。
伊
賀
地

域
に
お
け
る
基
幹
病
院
の
機
能

分
担
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
、

一
定
の
時
期
が
く
れ
ば
判
断
を

す
る
。 一

定
の
時
期
に
判
断

A 吉
住 

美
智
子 

議
員

公
明
党

(

※)

の
推
進
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常
俊 

朋
子 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

喜
働

足
立 
淑
絵 

議
員

● 

福
祉
・
医
療
・
公
共
交
通

● 

下
水
道
・
環
境
・
教
育

質
問

そ
の
他

名
張
市
立
病
院
へ
の
通
院
手
段

を
公
共
交
通
の
視
点
か
ら
考
え

た
と
き
、
三
交
バ
ス
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
、
地
域
の
生
活
支

援
の
車
、
タ
ク
シ
ー
が
該
当
す

る
。
そ
の
中
で
も
乗
り
継
ぎ
無

し
で
行
け
る
車
両
や
本
数
は
限

ら
れ
て
い
る
。
市
民
の
健
康
や

命
を
守
る
市
立
病
院
へ
の
通
院

手
段
の
確
保
と
利
便
性
の
向
上

に
つ
い
て
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ

ー
な
ど
を
含
め
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

定
時
定
路
線
の
バ
ス
交
通
と
個

別
輸
送
の
中
間
的
な
役
割
を
担

う
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
市

内
の
複
数
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者

へ
の
聞
き
取
り
を
し
た
。
運
転

手
の
成
り
手
不
足
と
高
齢
化
に

よ
り
、
車
両
が
あ
っ
て
も
配
車

が
で
き
な
い
現
状
が
あ
る
。
既

存
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
通

院
を
含
め
た
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

直
ち
の
事
業
化
は
困
難
で
あ
る
。

引
き
続
き
他
の
方
法
も
検
討
中

で
あ
る
。 乗

合
タ
ク
シ
ー
は
困
難

A

第
二
次
名
張
市
子
ど
も
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
の
新
た
な
取
組
で
あ
る

小
中
一
貫
教
育
の
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
、
つ
つ
じ
が
丘
小
学
校

と
南
中
学
校
で
３
年
間
取
り
組

ま
れ
て
き
た
。
今
後
、
全
て
の

小
中
学
校
で
の
本
格
的
実
施
に

む
け
て
、
現
状
の
成
果
と
計
画

を
問
う
。

小
中
一
貫
教
育
の
現
状

Q小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、

３
年
間
の
モ
デ
ル
事
業
の
中
で

一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
た
。
小

中
学
校
の
教
職
員
が
意
思
疎
通

を
図
り
、
学
習
指
導
や
生
徒
指

導
に
お
い
て
一
貫
し
た
指
導
を

行
っ
て
き
た
結
果
、
学
力
や
学

習
意
欲
の
向
上
、
中
一
ギ
ャ
ッ

プ
の
緩
和
な
ど
の
改
善
が
見
ら

れ
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

に
お
い
て
も
成
果
が
出
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
、
全
て
の
小
中
学

校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
基
盤
と
し
た
小
中
一
貫
教

育
を
進
め
て
い
き
た
い
。

一
定
の
成
果
が
徐
々
に

A

10
月
か
ら
の
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
で
、
給
食
費
が
公
的

給
付
か
ら
外
さ
れ
、
各
保
育
施

設
で
保
護
者
か
ら
実
費
徴
収
と

な
る
。
年
収
３
６
０
万
円
未
満

世
帯
と
３
人
目
の
子
ど
も
は
免

除
に
な
る
が
、
そ
れ
以
外
は
保

護
者
に
負
担
が
残
る
。
保
育
施

設
で
の
実
費
徴
収
は
、
保
育
士

の
負
担
増
に
も
な
る
。
子
ど
も

た
ち
が
毎
日
食
す
給
食
は
、
保

育
の
一
貫
で
あ
る
。
給
食
費
実

費
徴
収
は
せ
ず
、
完
全
無
償
化

を
求
め
る
。

保
育
給
食
費
も
無
償
に

Q他
の
自
治
体
で
取
り
組
ん
で
い

る
所
は
あ
る
が
、
全
て
の
児
童

の
給
食
費
を
無
償
化
す
る
に
は
、

財
源
確
保
が
厳
し
い
。

財
源
確
保
が
困
難

A

高
齢
者
や
運
転
免
許
証
自
主
返
納

者
に
対
し
て
、
多
く
の
自
治
体
で

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
チ
ケ
ッ
ト
を

配
布
し
外
出
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
本
市
で
も
こ
の
よ
う
な
運
賃

割
引
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
支
援
策
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

公
共
交
通
は
、
今
全
国
の
自
治

体
に
と
っ
て
最
大
の
テ
ー
マ
の

一
つ
で
、
地
方
創
生
の
第
2
期

総
合
戦
略
へ
の
盛
り
込
み
を
国

に
強
く
要
請
し
て
い
る
。
現
状

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
お

い
て
障
害
者
な
ど
に
対
す
る
運

賃
免
除
は
あ
る
が
、
高
齢
者
や

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ
の

割
引
は
実
施
し
て
い
な
い
。
タ

ク
シ
ー
の
運
賃
補
助
は
、
重
度

の
障
害
者
に
対
し
て
自
家
用
車

の
燃
料
費
補
助
と
の
選
択
制
で

実
施
し
て
い
る
。
安
全
運
転
支

援
装
置
や
安
全
車
両
の
購
入
補

助
は
、
県
の
動
向
を
注
視
し
検

討
し
た
い
。

免
許
返
納
者
外
出
支
援

Q
運
賃
補
助
は
未
実
施

A

A
Q
＆

Q
通
院
の
利
便
性
向
上

坂
本 

直
司 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

依
然
と
し
て
、
旧
市
街
地
の
公
共

下
水
道
の
接
続
率
が
低
い
よ
う
に

感
じ
て
い
る
。
快
適
な
都
市
機
能

の
充
実
と
環
境
保
全
の
た
め
に
、

公
共
下
水
道
の
接
続
率
の
向
上
に

向
け
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
い
る
の
か
。

公
共
下
水
道
に
つ
い
て

Q
接
続
率
向
上
に
努
め
る

A旧
市
街
地
の
公
共
下
水
道
接
続

率
は
現
在
の
と
こ
ろ
全
体
で
は

48
％
で
あ
る
が
、
居
住
用
宅
地

の
接
続
率
は
65
％
だ
。
市
全
体

の
接
続
率
78
％
か
ら
比
べ
て
も

低
い
数
字
で
あ
る
。
高
齢
者
世

帯
の
増
加
や
建
物
の
老
朽
化
な

ど
問
題
が
多
く
あ
る
が
、
さ
ら

な
る
啓
発
や
Ｐ
Ｒ
を
続
け
て
接

続
す
る
世
帯
数
を
増
や
し
て
い

き
た
い
。

森
脇 

和
德 

議
員

無
会
派

木
平 

秀
喜 

議
員

自
由
ク
ラ
ブ

伊
賀
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
発
生
し
た
日
報
書
き
換
え
、

７
月
18
日
の
火
災
事
故
、
８
月

１
日
に
発
生
し
た
転
落
事
故
に

つ
い
て
の
調
査
結
果
な
ど
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

ゴ
ミ
処
理
施
設
の
事
案

Q日
報
の
書
き
換
え
事
案
に
つ
い

て
は
、
施
設
受
注
メ
ー
カ
ー
お

よ
び
運
転
管
理
の
委
託
業
者
に

よ
り
排
ガ
ス
の
数
値
デ
ー
タ
が

書
き
換
え
ら
れ
て
い
た
が
、
伊

賀
南
部
環
境
衛
生
組
合
に
お
い

て
周
辺
環
境
調
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
測
定
結
果
が
環
境
基
準

を
超
え
た
こ
と
は
な
く
、
周
辺

環
境
は
保
た
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。
火
災
事
故
に
つ
い
て

は
作
業
員
の
避
難
行
動
を
迅
速

に
行
っ
た
。
火
災
場
所
は
甚
大

な
被
害
を
受
け
て
い
る
た
め
組

合
加
入
の
保
険
を
活
用
し
な
が

ら
復
旧
を
図
り
た
い
。
転
落
事

故
に
つ
い
て
は
伊
賀
労
働
基
準

監
督
署
、
名
張
警
察
署
が
調
査

中
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
案
件
に

つ
い
て
ま
と
ま
り
次
第
報
告
書

を
提
出
す
る
。

報
告
書
を
提
出
す
る

A

三
原 

淳
子 

議
員

無
会
派
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12月12月12月
  12月4日水

9日月
10日火
11日水
12日木

開会
一般質問
一般質問
一般質問
補正予算

13日金
16日月
17日火
20日金

総務企画委員会
教育民生委員会　　
産業建設委員会
採決

開会時間は午前10時からです。どうぞ傍聴にお越しください。
全ての本会議（委員会を除く）が CATV で生中継されます。

議会の日程　  ※予定を変更する場合があります。

ご意見・ご要望をお待ちしています　議会広報特別委員会（議会事務局 63‐7834）

　９月６日、第１４回議場コンサートを開催しました。
　今回はオカリナ演奏グループの“ふきものがかり”
さんに出演していただき、「翼をください」「見上げて
ごらん夜の星を」「この道」など計 6 曲を披露して
いただきました。　

　▼地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の制定▼職員の分限に関する条例等の一部改正▼印鑑条例の一部改正▼市税条例等の一
部改正▼手数料徴収条例の一部改正▼体育施設使用条例の一部改正▼水道給水条例の一部改正▼市道路線の認定▼伊賀南部環境衛生組合規約の変
更に関する協議▼令和元年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）▼令和元年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）▼令和元年
度介護保険特別会計補正予算（第１号）▼平成30年度住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算▼平成30年度東山墓園造成事業特別会計歳
入歳出決算▼平成30年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算▼平成30年度国津財産区特別会計歳入歳出決算▼平成30年度病院事業会計決算
▼平成30年度水道事業会計決算▼（仮称）新桔梗が丘中学校整備工事（建築）請負契約の締結▼（仮称）新桔梗が丘中学校整備工事（機械設備）
請負契約の締結▼国津財産区管理委員の選任同意▼監査委員の選任同意▼（議員提出議案）市議会の議員の議員報酬及び期末手当の減額、支給停
止及び不支給に関する条例の制定▼（議員提出議案）飲酒運転根絶に関する条例の制定▼（議員提出議案）義務教育費国庫負担制度の充実を求め
る意見書の提出▼（議員提出議案）教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める意見書の提出▼（議員提出議案）子どもの貧困対策
の推進と就学・修学支援に関わる制度の拡充を求める意見書の提出▼（議員提出議案）防災対策の充実を求める意見書の提出

①　▼会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定▼会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整備に関する条例の制定▼特
　　定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正▼特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利
　　用者負担に関する条例の一部改正▼令和元年度一般会計補正予算（第２号）▼平成30年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算▼平成30年
　　度国民健康保険特別会計歳入歳出決算▼平成30年度介護保険特別会計歳入歳出決算▼平成30年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
②　▼平成30年度一般会計歳入歳出決算
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（川合議長は採決に加わりません。○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員）　

その他 ■　義務教育費国庫負担制度の充実を求める請願・・・採択
■　教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める請願・・・採択
■　子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援に関わる制度の拡充を求める請願・・・採択
■　防災対策の充実を求める請願・・・採択

■ 第 14 回議場コンサートも大盛況

議 会 改 革 ing
◎ 議員提出の 2 議案が可決

◎ 意見書等 3 件を市長へ提出
・扶助費等に対する意見について
　総務企画委員会において、健全な財政運営の堅持やさらなる財政改革を求める
意見が多数出され、財政を大きく圧迫している扶助費などについて調査や協議を
重ね、提言を行いました。
・通学路等の安全確保のさらなる強化を求める要望書
　教育民生委員会において、通学路の現地調査などを行い、通学路などの安全対
策のさらなる充実を求めて、ガードレール設置や自転車の安全運転講習の推進、
児童生徒の携行品への配慮などを要望しました。( 市長および教育長へ提出 )
・令和 2 年度予算編成に向けての意見について
　全員協議会政策調査部会において、地域公共交
通が地域住民の日常生活を支える移動手段として果
たす役割の重要性に着目し、さらなる充実と維持・
改善に向けて提言を行いました。

　9 月 2 日の本会議において、議員提出の 2 議案が全会一致で可決し、9 月
5 日に公布・施行されました。
・名張市議会の議員の議員報酬及び期末手当の減額、支給停止及び
  不支給に関する条例
　議員が職責を果たさず、市民の信頼を損なう行為として、長期欠席をした場
合や逮捕などを受けた場合を想定し、報酬の減額などを規定しています。
・名張市飲酒運転根絶に関する条例
　罰則の強化などがなされているにもかかわらず、いまだに本市においても飲
酒運転による痛ましい事故が発生してい
ます。そのことを重く受け止め、市、市
民および事業者が一体となり、それぞ
れの役割を果たすことで、安全に安心し
て暮らすことができる市民生活の実現を
目指し制定されました。

 市議会の情報はホームページやフェイスブックでも
名張市議会に関する情報を随時掲載。ぜひ、ご覧ください。
ホームページ　  http://www.city.nabari.lg.jp/110/index.html
フェイスブック　 https://www.facebook.com/nabarishigikai
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出演者　音楽家 野上圭三さんによる演奏
日時　１２月１０日火　午前 9時10 分～40 分（午前 9時開場）
場所　名張市議会議場３階傍聴席　　◎入場無料。申込不要

■ 次回議場コンサートのお知らせ

　ＣＡＴＶ（アドバンスコープ 203ch）で生中継されている本会議の模様は、
おおむね1週間後にインターネットから録画配信をご覧いただけます。
　議会録画中継をご覧いただくには、名張市議会ホームページ（市ホーム
ページから名張市議会をクリック）の左上バナーをクリックしてください。

「議会録画中継」 パソコンでも！スマホでも！



　ライトダウンしたダムの上から星空観測します
日時　12月14日土 午後5時～7時　※曇天・雨
天の場合は来年1月18日土

定員　30 人　※先着順。参加無料
中学生以下は保護者同伴

持ち物　参加証、懐中電灯、星座表など
申込　11月9日土から12月2日月
　までに、市HP申込フォーム、もしくは市HPより
申込書をダウンロードし必要事項を記入しファク
スにて申込み
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施設ご利用ガイド

■ みんなで写真を語る会展 vol.9
日時　12月6日金～8日日 午前10時～午後5時
主催　みんなで写真を語る会
■ 油絵を親しむ仲間 作品展示会
日時　12月13日金～12月15日日
　午前10時～午後5時(最終日は午後4時まで）
主催　油絵を親しむ仲間

10‐1号掲載「バスのある暮らし」について　▼義父が亡くなってからは、義母がよくバスを利用しています。バスが必要な方の為に、　存続
して頂きたいです。▼自分も72歳になり、まもなく仕事をやめるときには車の売却を考えているので、今後の検討をするのに参考になりました。読者の声

広報メールサポーターから…

HOS名張アリーナ
 HOS名張アリーナ（総合体育館）

　  63‐5339

■ 12月の一般公開日
▼バドミントン（半面）
日時　12月4日水・18日水 午前9時
～正午

▼卓球（半面）
日時　12月13日金 午前9時～正午
▼ソフトバレー（半面）
日時　12月17日火 午後6時～9時

国津の杜
もり

はぐくみ工房あららぎ
   62‐6920

■ ストレッチ体操教室　　
　リズムに合わせて体を動かし汗を流しましょう。
日時　12月13日金 午前10時～11時30分
講師　辻 明子さん　定員　16人
参加費　300円　持ち物　敷マット、タオル
■ 健康体操教室　　
　椅子に座って行う優しい体操で健康を保ちましょう。
日時　12月17日火 午前10時～11時30分
講師  要 晴香さん　定員　16人
参加費  300円　  持ち物  屋内用シューズ、タオル

■ 陶芸教室　色つき粘土で食器を作りましょう。
日時　12月19日木 午前9時30分～午後0時30分
講師　角

かくたに

谷 英
えいめい

明さん　定員　12人
参加費　2,800円　　持ち物　エプロン、タオル
　　　　　◇　　◇　　◇　　◇
申込　各教室の開催日１週間前までに電話で問
い合わせ先へ。各講座とも参加が少ない場合
は中止。先着順。施設内で飲み物は販売して
いませんので、各自でご用意ください。

ads ホール
 adsホール　  64‐3478

■ 谷本綾香Live@Nabari OPERA UPDATE
日時　12月1日日 午後2時～4時
入場料　一般3,000円、高校生以下1,000円
 adsホール　  64‐3478

■ ふれ愛コンサート　 ◎入場無料
日時　12月8日日 午後1時30分～4時
 人権センター　  63‐0018

■ 伊賀シンフォニックアカデミー吹奏楽団
　 第53回定期演奏会
日時　12月14日土 午後7時～9時10分
入場料　一般1,000円、高校生以下500円
 中森 雄一　  090‐7693‐9468

■ 第29回市民コンサート「第九」
日時　12月15日日 午後2時～4時30分
入場料　前売1,000円、当日1,200円、高校生
以下無料
 松岡 寿夫　  090‐1623‐2941

■ バンド発表会　 ◎入場無料
日時　12月22日日 午後2時～9時
 豊岡 顕典　  090‐7026‐8104

■ 三重県アンサンブルコンテスト
　 中学校西地区大会　◎入場無料
日時　12月24日火 午前10時～午後3時30分
 坂岡　  68‐0022(名張市立南中学校)

やなせ宿
 やなせ宿   62‐7760

■ 人権週間啓発展
日時　12月11日水～20日金 
　午前9時～午後5時（最終日は午後1時まで） 
■ やなせ宿「そば打ち体験教室」
日時　12月6日金 午前9時～正午
定員　12組　※親子の参加大歓迎
参加費　1,900円（材料費含む）
持ち物　持ち帰り用容器
申込　開催日2日前までに電話
で問い合わせ先へ。先着順

■ やなせ宿「しめ縄作り教室」
日時　12月21日土 午前9時30分～正午
定員　20人　
参加費　500円（材料費含む）。子ども無料
持ち物　工作用ハサミ
申込　開催日2日前までに電話で問い合わせ先へ
先着順

※毎週月曜日休館

ADSホール催しリバーナホール
 福祉まちづくりセンター  62‐7388

小学生「いきいきテニス教室」
参加者募集

日時　12 月 14 日～令和 2年 3月 14 日まで
の土曜日 ( 年末年始除く )　低学年 午後 3
時～ 4時　高学年 午後 4時～ 5時

場所　市民テニスコート（夏見）
参加費　6,000 円 ( 全 12 回 )
定員　低学年・高学年　各 30人　※先着順
申込　11月 19日火以降に、武道交流館いきいき
に備え付けの申込書に参加費を添えて同窓口へ

 武道交流館いきいき　  62‐4141　　

日時　12 月 12日木 午前 10時～午後 1時
場所　名張市民センター
講師　森本 惠利子さん (栄養士 )
定員　25人 ※先着順　受講料　800 円（材料代）
持ち物　エプロン、三角巾、ふきん(２枚)
申込　11 月 18 日月～ 12 月 2 日月までに、
電話で問い合わせ先へ
 消費生活協議会事務局（市民相談室内）

　  63‐7416

「家庭でできるクリスマス料理 
 講習会」受講者募集

日時　11 月 30日土 午前 10時～午後 3時
場所　総合福祉センターふれあい（丸之内）
内容　ボランティア活動紹介、ステージ発表、
　スタンプラリー、模擬店など
 ふれあいフェスティバル実行委員会　

　（福祉まちづくりセンター内）　 
　  62‐7388

ふれあいフェスティバルを
開催

　公立幼稚園・小中学校の子どもたちの作品約
1,000点(図画、工作・工芸、書写)を展示します。
日時　11 月 29日金～ 12月 2日月
　午前9時～午後4時30分　（最終日は正午まで）
場所　名張小学校体育館　
 教育センター　  64‐8801

名張市立学校・園美術展覧会を
開催　　　　　　 

自然と触れ合おう！
里山炭出し体験参加者募集

日時　12月7日土 午前8時出発～午後5時(雨天
の場合12月8日日)

集合場所　HOS名張アリーナ(夏見)
場所　鈴鹿市徳居町　※バスで移動
対象　小学生以上(低学年以下は保護者同伴)
定員/参加費　30人 ※先着順/800円(1人/小学生以上)
持ち物　弁当、おわん、ヤミ鍋材料(1～2品)など
申込　11月30日土までに問い合わせ先へ
共催　公益社団法人 三重県緑化推進協会
 しぜん・ふしぎ・ワンダーランド (中村 )

　  090‐3584‐2129　  65‐4521
　 keron.6003@gmail.com
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比奈知ダム星空観測会
参加者募集

 環境対策室　  63‐7492　  63‐4677
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12月の相談 記載の電話番号は、問い合わせ先です。
開催場所(    )の連絡先とは限りません。所

女性のための相談
※予約優先（祝日は休み）

弁護士相談〔12月13日金午前10時～午後4時〕 
◎担当弁護士が既に相手方の相談を受けている場合は不可　　　　　　　　　　　　

交通事故相談〔12月6日金・19日木 午後1時～3時〕
行政相談  〔12月19日木 午後1時～3時〕
司法書士相談〔12月20日金 午後1時～4時〕
行政書士相談〔12月26日木 午後1時～4時〕
市民・多重債務相談 ※申込不要〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕
法テラス法律相談〔12月25日水 午後1時～4時〕　 市役所  0503383‐5470 
人権相談〔12月10日火午前10時～午後3時・17日火 午後1時30分～4時〕　人権センター  63‐7909 

介護相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕 　地域包括支援センター  63‐7833
◎各地域の「まちの保健室」でも相談を実施。詳しくは地域包括支援センターへ

障害者福祉相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　  地域包括支援センター　  63‐7833

年金相談〔12月10日火 ・24日火午前10時～午後2時45分〕 　アスピア  059‐228‐9112
女性弁護士による法律相談※要予約〔12月6日金 午前10時～正午、午後1時～3時〕
　　　　　　　　　　　　〔毎週水曜日 午前9時～正午〕

　　　　　　　　　　　　〔毎週金曜日 午後1時～4時〕──────

男性のための相談 ※予約優先〔12月12日木 午後5時～7時〕
メンタルヘルス相談  ※要予約〔12月19日木午前10時～正午・24日火午後1時～4時〕
若者就職相談（いが若者サポートステーション）   ※要予約〔平日 午前10時～午後4時〕　　所  アスピア  22‐0039

職業相談（ハローワークプラザ名張）〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　ふれあい  63‐0900
女性DV相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕※まず電話でご相談を   63‐2517
家庭児童相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕  ふれあい相談室　  63‐2515

育児相談〔火～土曜日 午前9時30分～午後5時（日・月曜日、祝日は休館）〕
　　　　　　こども支援センターかがやき（桔梗が丘西3）  67‐0250

母子家庭相談〔平日（水曜以外） 午前10時～午後5時〕　子ども家庭室  63‐7594
子ども相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　ふれあい相談室  63‐3118
不登校相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕 　適応指導教室(百合が丘西）  63‐7830
教育よろず相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分（土曜は正午まで）〕　  教育センター   64‐8801

青少年悩み相談〔平日 午前9時～午後5時（土曜は正午まで)〕   青少年補導センター(百合が丘西）  63‐7867

子どもの発達相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　子ども発達支援センター  62‐1088
乳幼児健康相談〔12月4日水 午前9時30分～11時受付〕    保健センター  63‐6970
食生活・健康相談〔12月3日火 午前9時～11時〕※要予約      健康・子育て支援室  63‐6970
がん・難病相談〔12月21日土 午後1時～4時〕　勤労者福祉会館   63‐5515
在宅医療相談〔平日午前9時～午後5時〕　在宅医療支援センター  48‐7840

申込受付は、11月20日
水午前8時30分から。
各相談には定員が設けら
れています（先着順）。
各専門相談は年度ごとで
それぞれ1回限り
市民相談室　  63‐7416所
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所
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     男女共同参画センター
　 63‐5336
所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所
所

Email
 takanori@kawarasho.jp

株式会社

金・プラチナ・ダイヤ・高級時計
わきもと質店

質と買取
質のご利用方法と目安価格は当店HPで 検索

☎0744-42-2215
奈良県桜井市桜井1006

営業時間 9時～19時(土曜は17時まで)

R165号沿い　桜井駅南へ徒歩7分 駐車場あり
定休日 日曜・祝日

質と買取

広告を募集中です
　　「広報なばり」に広告を掲載しませんか。

毎号約33,900部発行。市内の各世帯にお届けしています。
　　　　広告掲載について詳しくは、秘書広報室
　（ 63‐7402）へお問い合わせください。

■ ふれ愛コンサート

内容　①人権作品の表彰と朗読発表
　②増田太郎さん「トーク＆ライブ 心の握手コンサート」
◎手話通訳、要約筆記、磁気ループあり。託児あり（定員 20 人。11
月 29日金までに、電話で名張市人権センター  63‐0018）へ
増田 太郎 さんプロフィール 
　5歳よりヴァイオリンを始め、ピアノ、ギター、ヴ
ォーカルもこなす。20 歳のときにそれまでの弱視か
ら全盲に。ヴァイオリンを弾きながら歌う、という独
特のスタイルを確立し、全国各地で音楽活動を展開。

ケンコー !
マイレージ対象

　市内の小・中学生、高校・高専生、一般の人権標語・ポスター・図画を展示
日時　12 月 4日水～ 10日火 午前 8時 30分～午後 5時 15分
　(4 日水は午前 11時～午後 5時 15分 )
場所　市役所 1階ロビー
※標語やポスターなど、人権作品展の表彰作品を特別展示
日時　12月 11日水～ 20日金 午前 9時～午後 5時（休館日の月曜は除く。
11日水は午前 11時～午後 5時 )

場所　旧細川邸 やなせ宿（新町）

相談ダイヤル　 0120‐771‐208

　大型店舗や駅などで啓発物品を配布します。

　家庭内の問題、いじめや体罰、職場でのセクハラなど人権侵害に関する相
談に法務大臣の委嘱を受けた人権擁護委員が応じます。
人権週間特設人権相談所　
日時　12 月 10日火 午前 10時～午後 3時
場所　市民情報交流センター（希央台 5）
全国共通人権相談ダイヤル（法務局）　 0570‐003‐110

各種イベントや相談はいずれも無料・申込不要です。内容など詳しくは、
電話で問い合わせ先へ　  人権・男女共同参画推進室　  63‐7909　　

第 71回人権週間（12月 4日～ 10日）関連行事
みんなの人権が豊かに尊重される社会を目指して

関連行事

日時　12 月 8日日 午後１時 30分～
場所　ads ホール（松崎町）

■ 人権週間特設人権相談所を開設

■ アイヌの皆さんからの相談をお受けします

■ 人権週間街頭啓発　日時  12 月 3日火 午後４時 30分～　

■ 人権作品展

◇　　　◇　　　◇　　　◇　　　◇　　　◇


